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研究成果の概要（和文）：体圧分散寝具使用時におけるシーツの張力と圧再分配の関係、適切な

シーツの素材を明らかにするために、実験研究を行なった。エアマットレスの圧分散機能を妨

げる組み合わせは、伸びの小さいポリエステルと全てのベッドメーキング法の組み合わせ、伸

びの小さい綿と角を作るベッドメーキング法の組み合わせ、伸びが大きいシーツと角を作らな

いベッドメーキング法の組み合わせであった。一方、圧分散機能を妨げない組み合わせは、伸

びの大きいパイルと角を作るベッドメーキング法の組み合わせと、伸びの小さい綿と角を作ら

ないベッドメーキング法の組み合わせであった。 

 

研究成果の概要（英文）：Relationship of pressure redistribution and tension of sheets of 

support surface is used, in order to clarify the material of the appropriate sheet, an 

experiment was conducted research. Combination that prevents pressure redistribution 

function of air mattresses, bed making method that does not make a corner sheets and 

combination of bed making law and all polyester small growth, the combination of bed 

making law to make the corner and cotton small growth, growth is greater it was a 

combination of. On the other hand, the combination of bed making law to make the corner 

and the big pile of growth, a combination that does not interfere with pressure 

redistribution function, was a combination of bed making method that does not make a 

corner and a small cotton growth 
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１．研究開始当初の背景 

褥瘡は、身体に加わった外力によって骨と

皮膚表層の間の軟部組織の血流が低下ある

いは、停止することにより発生する（日本褥

瘡学会 2005）。褥瘡予防において、組織への

外力をコントロールする方法として体圧分
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散寝具の選択が有効であることが明らかと

なっている（Sanada, et al 2003、日本褥瘡

学会 2006）。体圧分散寝具は、身体を沈めこ

ませ(Immersion)、身体の凹凸に対する順応

性を高めることで接触面積を広げて圧を軽

減させる(Envelopment)、また、接触面を変

化させることで圧を軽減させる(Change in 

contact area over time) (NPUAP,2006）の 3

つの機能により圧再分配されている。研究者

らは、圧再分配の現象解明のために 2007 年

から工学部との連携により殿部モデルを開

発した。圧再分配指標として、沈む距離・接

触面積・最大接触圧と接触面積・最大接触圧

の経時的変化を評価し、圧再分配評価用モデ

ルとしての妥当性を示した。圧再分配機能に

は、シーツやカバーの素材や張りが影響する

と言われている。これを、ハンモック現象と

呼び、シーツの張力が接触面積を減少させ骨

突出部位にかかる圧を上昇させる。この現象

が、褥瘡発生の一因ともなりうる。Iizaka

（2008）らは、車椅子クッションカバー無し

よりもカバー有りの方が骨突出部にかかる

荷重が大きく、ハンモックの影響をうけてい

ると報告している。研究者らは、2009 年か

らベッドメーキングが体圧分散寝具の圧再

分配に及ぼす影響について評価を行った。結

果、シーツを用いることで沈む距離が小さく、

接触面積が減少し、最大接触圧を上昇させ圧

再分配に影響していることが明確になった。

体圧分散寝具使用時は、シーツはゆとりをも

たせてかけるとされている（藤崎ら,2009）。

しかし、どれくらいのゆとりをもたせること

が良いかは不明である。そこで、シーツの張

りと圧再分配との関係を明確にし、体圧分散

寝具使用におけるベッドメーキング方法を

開発する必要があると考えた。 

 

２．研究の目的 

体圧分散寝具使用時における①シーツの

張力と圧再分配の関係と②シーツの適切な

素材と弛みの量を明らかにすることである。 

 

３．研究の方法 

１） 研究デザインは実験研究である。 

 

２） 測定材料と体圧分散寝具 

筆者らが考案した殿部モデルを用いて実

施した（Matsuo J 2011）。殿部モデルは、骨

格モデルと荷重装置で構成される。荷重装置

に、印加する荷重は、寝たきり高齢者殿部に

かかる荷重 11ｋｇである。 

使用した体圧分散寝具は、2層式エアマット

レス（長さ 193cm×幅 84cm×厚さ 10cm；トラ

イセル、ケープ）である。静止モードとし、

マット内圧を 25mmHgに設定した。 

 

３） 実験的操作 

① 実験に使用したシーツ 

綿、ポリエステルとストレッチ、パイルの 

4 種類の 種類の 種類の シーツ において

伸びの大小で分類した。JIS L 1096 に準じ

て、縦方向、横方向それぞれ 3 回測定した。 

また、三平方の定理で合成値を算出した。綿

とポリエステルを伸び小、ストレッチとパイ

ルを伸び大とした。 

② ベッドメーキング法 

5 種類のベッドメーキング法において、角

を作るベッドメーキング法を三角四角法、三

角三角法、結ぶ法とし、角を作らないベッド

メーキング法は処理なし法、ボックス法とし

た。三角四角法、三角三角法においては基礎

看護学の教科書を参照し抽出した。対照群は、

エアマットレスのカバーのみのシーツなし

とした。 

 

４） 評価項目 

① 沈む：支柱に引いた 2本のライン間の距 

離をメジャーで測定した。 

② 包む：データから接触面積と最大接触圧 

値を抽出した。 

③ 接触面積は、センサーシートで 5㎜ Hg 

以上の値を示したセル数に 1センサーの感

知範囲を乗じて算出した。最大接触圧は、

荷重のかかったセル中の最も高い圧力値

とその周辺 8マスの圧力値の平均とした。 

 

５） 実験方法 

 5種類のベッドメーキング法と 4種類の伸

びの異なるシーツを組み合わせて、体圧分布

測定装置(CONFORMat:NITTA社)を用いて、1

分毎 30分間のデータを 3クール測定し、従

属変数を抽出した。シーツの劣化を防ぐため



 

 

に 1つの組み合わせで 1枚の新品を使用した。

またクール毎にベッドメーキングを更新し

た。ストレッチシーツはサイズが小さかった

ため、三角四角法、三角三角法を除き、全組

み合わせで 19通りの実験を行った。実験方

法は、先行研究に準じて実施した。 

 ７.分析 

 シーツの伸びとベッドメーキング法がど

のように圧分散機能に影響を与えているの

かを検証するために、最大接触圧について繰

り返しのある二元配置分散分析において交

互作用の有無を確認した。その後、対照群(シ

ーツなし)と各組み合わせにおいて一元配置

分散分析及び多重比較検定を行った。また、

接触面積と沈み込みの距離がメインアウト

カムである最大接触圧とどのように関係し

ているかをみるために、相関係数を求めた。

検定は各クールの 30 分後の値を用いて行っ

た。なお、二元配置分散分析、一元配置分散

分析、相関係数の検定は Excel 統計

2007( Microsoft Excel )、多重比較は JMP8.0 

( SAS institute ]apan )を用いた。有意水

準は p= 0.05 とした。 

 

４．研究成果 

 シーツの伸びとベッドメーキング法の聞

に交互作用がみられた(F =222.1 9、p =0 .00 )。

図 1にシーツの伸びとベッドメーキング法の

交互作用のグラフを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

シーツの伸びとベッドメーキング法の組

み合わせの分析の結果、対照群であるシーツ

なしよりポリエステル三角四角法、三角三角

法、結ぶ法、処理なし法、ボックス法と、ス

トレッチ結ぶ法、処理なし法、ボックス法と、

綿三角四角法、三角三角法、結ぶ法と、パイ

ル処理なし法、ボックス法において有意に最

大接触圧が高かった。また、パイル三角三角

法、綿処理なし法、綿ボックス法はシーツな

しと有意な差がみられなかった。シーツなし

よりパイル結ぶ法、パイル三角四角法におい

て有意に最大接触圧が低かった。 

 
 
 
 
 

最大接触圧と沈み込みの距離においては、

有意な相闘が見られなかった(r = -0.05 、p 

= 0.70 )。最大接触圧と接触面積においては、

有意な弱い正の相闘が見られた(r = 0.32、

p=0.02 )。 

以上より、よりエアマットレスの圧分散機

能を高めるためには、伸びの大きいシーツと

角を作るベッドメーキング法を組み合わせ

て活用すること、また、綿を使用する場合は

角を作らないベッドメーキング法にするこ

とが望ましいと示唆された。 

 

図 1 シーツの伸びとベッドメーキング法 

 

表１ 最大接触圧からみたシーツ素材とベッド

メーキング法の組み合わせ 
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